
水遊びについて 

今年も園庭で思い切り水遊びを行ってい

きたいと思います。一日中水と戯れなが

ら、子どもたちは、新しい遊びを次から次

へと見つけ出します。今年も暑い夏が予想

されています。思い切り水遊びを楽しみた

いと思います。詳細は改めてお手紙を出し

ますが、フェイスタオル、 

水着、サンダルのご用意 

をお願いします。(プール 

バックはいりません。) 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日 曜日 行  事 きらり 

１ 土 保護者会講演会  

２ 日   

３ 月  ひろばデビューの会 

４ 火 バス散歩(森林公園) 出張ひろば 

５ 水 バス散歩(森林公園) カンガルータイム 

６ 木 リズム A ちいさなおなべの会 発達支援 

７ 金 リズム B・C おおきくなったかな  

８ 土   

９ 日   

10 月         ファミリーデー 妊婦さんと家族のための講座 

11 火 バス散歩(竜洋海洋公園) 出張ひろば 

12 水 バス散歩(つつじ公園) どんぐりグループ 

13 木 リズム A 発達支援 

14 金 リズム B・C  

15 土   

16 日   

17 月   

18 火 バス散歩(法多山)  出張ひろば 

19 水 バス散歩(うさぎ山公園) 
カンガルータイム 

どんぐりグループ OB会 

20 木 リズム A 歯科健診 発達支援(心理) 

21 金 リズム B・C  

22 土   

23 日   

24 月  妊婦さんと家族のための講座 

25 火 バス散歩(可睡斎) 出張ひろば 

26 水 バス散歩(森林公園)口座振替日 絵手紙 どんぐりグループ 

27 木 リズム A お茶会 発達支援 

28 金 リズム B・C 誕生会  

29 土   

30 日   

令和６年度テーマ 

 

おむ
すび

絵本は心の架け橋～共有・共感・共動～ 
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7月の予定 

8日～12日      ファミリーデー 

28日(金)        誕生会 

※6月～9月はお弁当の日はありません。 

新しい家族が増えます。 
 
もも  すずき いとは さん 

よろしくお願いします。 

おねがい 

気温の上昇に合わせて、衣服や掛け布団、

帽子や靴など再度見直しをお願いします。 

また、汗で脱ぎにくいなどサイズが合わな

い衣服や靴が、着脱への子どもの意欲をそ

いでしまうことになります。今一度ご確認

ください。合わせて記名についてもお願い

します。水分補給や着衣の調節など、子ど

もたちが元気に暑さを乗り越えられるよ

う、配慮していきたいと思います。 

６月の行事予定 

歯科健診 
お休みした場合、各ご家庭で受診してい

ただくようになりますので、なるべくお休
みのないようお願いします。 

絵手紙 
今年も弘子さん(前総園長)が教えてくれ

ます。お楽しみに…。（年間予定とは日程が
異なります。） 

 先日は、大雨情報があり保護者の皆様には家庭保育のご協力

をいただいたり、早めのお迎えのご協力をいただいたりとあり

がとうございました。線状降水帯や台風など予想を超える自然

現象が増える世の中、お子さまそして保護者の皆様を守るため

に、浜松市より情報が入りましたら今後も共有させていただき

ます。 

 さて、6 月に入り園庭の木々はより芽吹き新緑が気持ちよ

く、周辺の田んぼには稲が植えられ水が一面にはっていたりと

夏の訪れを感じられます。周辺を散歩している子どもたちは、

おたまじゃくしを見つけたり、かえるを見つけたり、ザリガニ

を見つけに公園へ出かけたりと楽しんでいます。園庭には大き

な“トノサマガエル”が登場すると子どもたちは興味津々！怖

くて遠くから見ている子、捕まえようとする子、そして捕まえ

たトノサマガエルを見つめる子と様々。実は僕はカエルが苦手

で触れません。トノサマガエルを捕まえた子どもたちは一目散

にみんなへ『どうだ！捕ったぞ！』と言わんばかりに見せに来

てくれます。例外なく事務所にも見せに来てくれました。心地

よい季節になり、冬眠から目覚めたトノサマガエル…かごに入

れられ多くの目で見られ、触られ令和６年のカエルさんにはビ

ックリすることが多かったのかな。生き物に興味を持つことと

共に、触り方や、飼うのであれば飼い方など命の大切さを伝え

ていきたいと思います。共に生活する者同士が、生きやすいと

感じられる、大切にされるようになるといいなと願っていま

す。 

 とある日の日中、事務所横の広いスペースに竹がたくさん並

びました。子どもたちは周辺にあるベンチに座り、バスの運転

手の實成さんとありすさんの様子に興味津々。實成さんが竹を

持つと、長さを図り２本の節の高さが合うように切り、ありす

さんが竹の節と足板に子どもが怪我をしないよう丁寧にやすり

をかけていきます。竹の節を太くするため、ビニールテープを

巻いていき、足板（横28㎝×縦 5㎝×厚さ 2㎝）を 2本合わ

せます。そして、片側 3 ㎝程度のところに足板をビニールテー

プで巻き、足板が落ちてこないように竹の節の上でロープで固 

 

定。結び目を作ったり、紐を揃えたり、足板と竹

の巻き方を工夫し竹馬の完成です。既製品を買っ

て子どもたちが竹馬を体験することは簡単です。

しかし、竹馬ができるまでの工程をみたり、まだ

かなと待っていた子どもたちは竹馬が完成すると

一目散に「竹馬やりたい！」と挑戦します。昔は

当たり前にあった光景です。作ってくれる人が

いること、作ってくれる人が時間をかけて作っ

てくれたものを大切に使うことなど、見る体験

を通して伝えていきたいと思います。 

 便利な世の中が奪うものに、奪われないよう

に、時間がかかっても子どもたちが使うものは愛

情をこめて作ってくれる職員がいることがながか

みらしく、感謝の気持ちでいっぱいになるエピソ

ードでした。 

見る事・感じる事から大切にする心へ～昔ながらを大切に 

 

 

保存食作り～らっきょう～ 

入籍しました 

石島里絵さんが、袴田里絵さんになりま

した。末永くお幸せに…。おめでとう❤ 

白い靴下を忘れずに 


